
 

 

消費収支計算書 
 

平成２６年４月 １日 

平成２７年３月３１日 

（単位：千円） 

消費収入の部 

科   目 予 算 決 算 差 異 

学生生徒等納付金 1,463,280 1,463,280 0 

手数料 14,588 15,133 △545 

寄付金 9,190 9,383 △193 

補助金 103,378 103,492 △114 

   国庫補助金 99,861 100,283 △422 

   地方公共団体補助金 3,517 3,209 308 

資産運用収入 27,205 28,095 △890 

事業収入 58,573 58,153 420 

雑収入 28,975 29,645 △670 

帰属収入合計 1,705,189 1,707,181 △1,992 

基本金組入額合計 △14,286 △14,286 0 

消費収入の部合計 1,690,903 1,692,895 △1,992 

消費支出の部  

科   目 予 算 決 算 差 異 

人件費 703,882 702,544 1,338 

教育研究経費 675,234 677,783 △2,549 

管理経費 291,185 287,408 3,777 

借入金等利息 4,985 4,958 27 

資産処分差額 5,596 5,630 △34 

徴収不能引当金繰入額等 1,859 1,859 0 

予備費 3,141  3,141 

消費支出の部合計 1,685,882 1,680,181 5,701 

当年度消費収入超過 5,021 12,714  

前年度繰越消費支出超過額 2,643,752 2,643,752  

翌年度繰越消費支出超過額 2,638,731 2,631,038  

  ※千円単位四捨五入のため、合計が合わないことがある。 

 

 

■消費収支差額３か年推移 

 24年度 25年度 26年度 

消 費 収 入 の 部 合 計 1,637,631 1,743,671 1,692,895 

消 費 支 出 の 部 合 計 1,718,418 1,681,567 1,680,181 

当年度繰越消費収入超過額 △80,787 62,104 12,714 

 

  



 

■短大帰属収入・消費支出構成比 

 

 

 

■専門学校帰属収入・消費支出構成比 

 

 

平成２６年度の帰属収入は合計１７億７百万円で、前年度に比べ５千万円減少しました。これも資金

収支計算書と同様に、学生数減少による学生生徒等納付金の減少と、国庫補助金の減少によるもので

す。１千４百万円の基本金を組み入れましたので、消費収入は１６億９千２百万円となり、予算額より約２

百万円の超過となりました。  

消費支出の合計は１６億８千万円となり、前年度に比べ１百万円ほど減少しました。予算額と比較する

と、人件費、管理経費が未達、教育研究経費が超過しており、消費支出の合計は約５百万円の予算未

達となっています。予備費については、徴収不能引当金繰入額に使用しました。 

結果的に消費収支は約１千２百万円の収入超過となり、前年度に比べると５千万円ほど減少しました

が、予算との比較では約８百万円の超過となりました。 
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